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大津市民病院④

大津赤十字病院⑤

滋賀医科大学
付属病院⑪

長浜赤十字病院②

市立長浜病院②

彦根市立病院④

近江八幡市民病院④

済生会滋賀県病院③

南草津野村病院② 野洲病院②

近江草津徳洲会病院②

草津総合病院②

公立甲賀病院②

日野記念病院①

14,087人

施設名（病院） 22 病院
常勤医師数 56 名

施設名（診療所） 27 診療所
常勤医師数 30 名

彦根中央病院 ①

水口市民病院①

湖北総合病院②

高島総合病院②

社会保険滋賀病院②

蒲生町病院①

豊郷病院①

友仁山崎病院①
中井医院①

青木LC①

浮田医院①

青地産婦人科医院①

木下産婦人科医院①

輝生医院①

松島産婦人科医院②

ﾊﾋﾟﾈｽﾊﾞｰｽC① ちばLC① 入江産婦人科①

山田産婦人科①

清水医院①

渡邊産婦人科①

坂井産婦人科①

明愛産婦人科①

野村産婦人科①

親愛LC②

寺井産婦人科①

鶴崎産婦人科①

太田産婦人科①

笠原LC②

神野LC①

佐藤C①

橋場LC①

2000年

玉井産婦人科①

久保産婦人科①

岸本産婦人科①



大津市民病院④

大津赤十字病院⑤

滋賀医科大学
付属病院⑪

長浜赤十字病院②

市立長浜病院②

彦根市立病院④

近江八幡市民病院④

済生会滋賀県病院③

南草津野村病院② 野洲病院②

近江草津徳洲会病院②

草津総合病院②

公立甲賀病院②

日野記念病院①

12,901人

施設名（病院） 14 病院
常勤医師数 46 名

施設名（診療所） 27 診療所
常勤医師数 30 名

中井医院①

青木LC①

浮田医院①

青地産婦人科医院①

木下産婦人科医院①

輝生医院①

松島産婦人科医院②

桂川LC①

竹林WC①

ﾊﾋﾟﾈｽﾊﾞｰｽC① ちばLC① 入江産婦人科①

山田産婦人科①

清水医院①

渡邊産婦人科①

坂井産婦人科①

明愛産婦人科①

野村産婦人科①

濱田C①

親愛LC②

寺井産婦人科①

鶴崎産婦人科①

太田産婦人科①

笠原LC②

神野LC①

佐藤C①

橋場LC①

2727

1422病院数

診療所数

常勤医師数

常勤医師数

56

3030

46

2000年 2005年

出生数 14,087 12,901

0

-8 (36.4%)

0

-10 (17.9%)

増減

-1,186 (8.4%)

病院、勤務医は激減したが、診療所の先生方は
頑張っている！！



滋賀県の産科医療の推移
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滋賀県内産婦人科医療機関の帝王切開数
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周産期死亡率（出産千対）
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妊娠満22週以後の死産率（出産千対） 早期新生児死亡率（出生千対）
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新生児死亡率（出生千対） 乳児死亡率（出生千対）
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緩やかではあるが改善傾向



0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

大津 湖南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西 県

2002－2006

2007－2011

0

1

2

3

4

5

大津 湖南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西 県

2002－2006

2007－2011

0

1

2

3

4

5

6

7

大津 湖南 甲賀 東近江 湖東 湖北 湖西 県

2002－2006

2007－2011

5年の平均値の圏域毎の周産期統計の推移比較

周産期死亡は高島
から湖北湖北地域地域へ

新生児・乳児死亡は
髙島から甲賀地域甲賀地域

へへ

周産期死亡率（出産千対）

＊

＊
新生児死亡率（出生千対）

＊

＊

＊

＊
乳児死亡率（出生千対）



滋賀県の産科医療事情
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滋賀県の現在の産科医療事情

2627

1314病院数

診療所数

常勤医師数

常勤医師数

46

3430

64

2006年 2012年9月

出生数 13,448 13,338

-1 (-3.7%)

+4 (13.3%)

+18 (39.1%)

増減

-110 (-0.8%)

-1 (-7.1%)

（平成23年）

（含オープンシステム医1名）

新聞報道時より
2222名名のの

産科医が増加産科医が増加



滋賀県の出生場所の特徴

分娩場所別出生割合
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周産期医療に関わる医師養成プラン

● 自治医大卒業生の活用

● 初期研修医師のための大規模総合周産期
医療センターへの公費研修制度

● 学生への周産期医療に対する動機づけ

2009年～2011年
3名の産科医確保

2008年～2011年
5名の産科医、7名の新生児科医確保

2009年～2011年
3名の産科医確保



限られた資源で周産期医療システムを円滑に運用するために

● 施設の機能的役割分担（リスクに応じた妊婦の分散：含む助産師の活用）

● 医師あるいは妊婦が評価可能な我国に適した妊娠リスクスコアの活用

● 医師廃業阻止対策（肉体的・精神的疲労の軽減、「ありがとう運動」）

● コンビニ受診の禁止

● 仕事量に見合った産科医療保障制度の制定

● お産の安全神話の訂正（住民へのお産に関する正し い知識の啓発）

● 周産期搬送システムの充実（含む産科オープンシステム）

● 周産期医療関係者のスキルアップ



周産期医療関係者のスキルアップ

● 滋賀県周産期症例検討会

● 新生児蘇生法講習会

● 滋賀県周産期死亡症例検討会



滋賀県周産期症例検討会

新生児搬送症例、新生児死亡症例、
死産症例について産婦人科医、小児
科医、小児外科医、NICU看護師、助
産師、産科看護師等により、個々の
症例について問題点を指摘し、改善
策を講じる
各医療圏の持ち回りで年3回行っている
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滋賀県内の医療従事者に対する新生児蘇生法の普及活動

日本周産期新生児学会公認の
新生児蘇生法講習会の開催

平成19年9月より平成24年3月の

間に医師、助産師、看護師を対
象に9回行い、計252名が講習を

終了し、学会公認の認定書を
取得した



滋賀県における2007年度から2011年度までの5年間の

後期死産および新生児死亡症例について、厚生労働省
に許可を得た死亡小票に基づき追加調査し、死亡回避可
能かどうかの検討を毎月、滋賀県周産期医療協議会検
討部会の委員を中心に6名の産科医と6名の新生児科医
（計12名）で詳細に検討している

現在までに8回の検討会を行った

滋賀県周産期死亡症例検討会の開催



１．周産期医療におけるマンパワーの充足
新生児医療従事者、産科医療従事者および小児科医（新生児外科の開設）
およびコ・メディカルの育成を行う

２．妊娠中の母胎管理の充実
住民への妊婦健診の重要性の啓発を行う

緊急受診を行うべき適切な所見、時期、方法について妊婦への啓発を行う
未受診妊婦を減らす社会的啓発運動

産科医およびコ・メディカルのスキルアップを行う
出生前後の妊婦の感染対策を徹底する
ハイリスク妊婦の紹介時期および紹介方法の改善を行う
超音波検査診断技術向上の啓発を行う
異常（羊水量の異常、胎児発育遅延など）を22週までの早期に発見し、

速やかに中核病院へ紹介する
胎児水腫のような緊急性の高い胎児異常は緊急母体搬送をすべきである
多胎管理・分娩について、16週以降は診療所ではなく病院で行う（MD双胎
は総合・地域周産母子センターに集約し、DD双胎はそれ以外の複数医師

のいる施設に分散させる）

滋賀県における死産・新生児死亡症例の回避のための対策その1



３．分娩時管理の充実
産科医およびコ・メディカルのスキルアップ

無理な経腟分娩はしない

４．新生児管理の充実
新生児科医およびコ・メディカルのスキルアップ

NICUベッドの補充（18床→ 40床）
NICUにおける感染対策を徹底する

蘇生時の胸腔穿刺手技の改善、小児外科医の協力要請を考慮する
新生児蘇生法の更なる普及が必要である

５．医療連携
他県の医療機関との更なる連携が必要である

湖北地域における福井県の診療所および湖北、湖東地域における岐阜県
の病院との密な連携が必要である

緊急帝王切開時の緊急医師派遣システムを構築する（有床診連携）

滋賀県における死産・新生児死亡症例の回避のための対策その2



住民の産科医療に対する住民の産科医療に対する
意識改革のための意識改革のための
積極的な介入積極的な介入

住民へのお産に関する正しい知識の啓発



平成18年4月～


